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原発事故後の食品検査体制

H24年4月1日に食品衛生法による現行の基準値が設定された。県の

検査計画を定め、計画に沿って実施。

流通食品
【対象食品】

• 県内で流通している県外産（国の通知で対象となっている16自治体）
の農畜水産物（野菜類、魚介類、乳製品等）。

• 県内で製造しているミネラルウォーター

【検査機関】 長野県環境保全研究所

【測定器】 ゲルマニウム半導体検出器
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H27.1月現在



その他（流通食品以外）の食品
ゲルマニウム半導体検出器による検査

H27.1月現在

□ 農産物 【対象食品：原乳、野菜、果実、米、魚、はちみつ等】

≪検査機関≫

・長野県環境保全研究所

・民間検査機関

□ 林産物 【対象食品： 山菜、野生キノコ、ニホンジカ、イノシシ等。】

≪検査機関≫

・長野県環境保全研究所

・民間検査機関：H26年度～

□ 学校給食【対象食品：一食分全体】

≪検査機関≫

・民間検査機関：H24年度～

10Bq/kg以上検出された場合は、当研究所で保存食材の検査を行う。
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その他（流通品以外）の食品

スクリーニング検査
H27.1月現在

測定器：NaI(Tl)又はCsIシンチレーション検出器

＝設置場所（対象食品）＝

◆４教育事務所（学校給食：16都県の食材）H24年度～※１

◆松本家畜保健衛生所（県産牛肉）H23年度～、（栽培キノコ）H24年度～

◆佐久地方事務所及び林業総合センター（山菜、野生キノコ（マツタケは

除く）、原木及び菌床栽培キノコ等。ただし、過去の検査において、

50Bq/kgを超過した対象品目が採取された箇所のものは除く）H26年度～
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ゲルマニウム半導体検出器による確定検査
実績（牛肉２検体・市町村支援１検体※2・学校給食２検体・野生キノコ９検体）

※2 市町村が実施した放射性物質検査の結果、25Bq/kgを超えた場合の精密検査

放射性セシウム-134.137の合計が25Bq/kgを超えた場合
（※1 学校給食は核種ごとに12.5Bq/kgを超えた場合）



検体搬入
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受入



前処理～測定

[前処理の具体例：ニンジン]
• 他物の混入及び汚染を防ぐために別室で行う。

• 検査対象食品の可食部を代表するよう採取。

• 流水で２０秒程度洗い、付着した土等を除去し、ペーパータオルで軽く拭
きとる。

• 包丁、プードプロセッサー等により全体を均一に混和。

• 均一にするために用いる器具は１試料毎に十分に洗浄。

• 手袋は使い捨て。















国からの出荷制限及び県で自粛要請等をしている品目
※Ｈ２７年１月現在

□国の原子力災害対策本部からの出荷制限。

「野生キノコ：７市町村」 軽井沢町、御代田町、小海町、南牧村、佐久市、

小諸市、佐久穂町

「コシアブラ：４市町村」 長野市、軽井沢町、中野市、野沢温泉村

□県の採取・出荷及び摂取の自粛要請。

「ゼンマイ・タラノメ：１町」 軽井沢町

□県の出荷及び摂取の自粛要請。

「ニホンジカ：１町」 軽井沢町

□県の出荷及び摂取の自粛のお願い

「ニホンジカ：１市１町」佐久市、御代田町
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ま と め

• 検査結果は大部分が不検出、または検出されても基
準値を下回り問題ない値である。

• 林産物：野生きのこ、山菜、野生獣肉等の一部に基準
値を超えた検体があった。このため、食品の安心、安
全の確保に向け、検査体制を強化し、測定結果を公表
することにより、風評被害の払拭に努めている。また、
測定結果を踏まえ、国の出荷制限解除についても取り
組みを進めている。
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